
【対象】 

小学校 低学年 

【資料名】 

    「ぽんたとかんた」 

【内容項目】１－（３） 

「よくかんがえて」 

【ねらい】 

○自分でよく考え、よいと思うことをしようとする態度を育てる。 

【本時の展開】 

 子どもの活動・反応 教師の支援・留意点 

導 

入 

１．「うらやまのひみつきち」について、イメージさせ

る。 

○「うらやまのひみつきち」と聞いて、どんな感じが

しますか。」 

・暗い感じ ・人が少ない ・あぶないところがある 

・わくわくする 

 

 

展 

開 
 

２．「ぽんたとかんた」を読んで話し合う。 

○かんたから、うらやまに「ふたりでいこうよ。」とい

われたぽんたは、どうしたでしょう。 

・「うらやまは、入ってはいけないと言われているよ。」

と注意した。 

・いっしょに行かなかった。 

 

○かんたがうらやまに入ってしまってひとりになった

ぽんたは、どんなことを考えているでしょう。 

・ぼくも、かんたのようにうらやまであそびたいな。 

・でも、あぶないからがまんしないといけないな。 

・かんたは入っていってしまった。どうしよう。 

 

 

 

・ほんとうにあぶないとおもうから入っちゃだめだ。 

・してはいけないと言われていることだからはいらな

いでおこう。 

・きまりをやぶってはいりたくない。 

 

○うらやまに入らなかったぽんたとかんたは、なかよく

ブランコにゆられながら、どんなことを話しているでしょ

う。 

・きまりを守ってよかったね。 

・きけんだから入ったらだめだね。 

・ぽんたくんのおかげで、ぼくもちゃんとがまんでき

たよ。 

・じぶんで考えて決めたらきもちいいね。 

・紙芝居形式で読み聞かせる。 

・さし絵①を貼る。 

 ぽんたの置かれた状況を確認させる。 

 

 

 

 

・さし絵②を貼る。 

・自分だったらどんな気持ちになるか想像させ

る。 

 

 

 

・さし絵③ 

・ワークシートの吹き出しに書かせる。 

・なぜ「いかないよ。」と言ったのかを考えさせ

る。 

・全体の場で発表したり、友だちの意見を聞い

たりして考えを深めさせる。 

 

・さし絵④ 

・ぽんたとかんたが気持ちがいいことに気づか

せる。 

【にっこり・なかよく・きもちのよいかぜ】 

・なぜ、きもちがいいのか考えさせる。 

 

 

終
末 

３．今日の学習の感想を発表する。  

○「ぼくは、いかないよ。」といったとき、ぽんたは

こころのなかでどんなことをかんがえたでしょう。 

 



ぽんたとかんた １ねん なまえ（          ） 

◎「ぼくは、いかないよ。」といったとき、ぽんたはここ

ろのなかでどんなことをかんがえたでしょう。 

 

 

 

    

 


